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視覚障害児・者の学校卒業後の自主的・創造的な活動への
参加を促す支援のために

―視覚障害児童・生徒の余暇活動の支援の中で活動への参加の意欲を高める支援―

刀禰 豊（岡山東支援学校）
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はじめに

視覚障害児・者の卒業後までを考えた主

体的な活動への支援は多様な学習場面で

実践されてきた。視覚の障害の観点からの

配慮も含め，活動の多様性と機会の確保は

充実してきていることには疑いのない状

況がある。ただ，卒業後の個々の児童生徒

が活動を自主的に進めているかという状

況については，若干物足りないものを感じ

ることがおおかった。ここでは，盲学校卒

業後，自主団体「チーム響き」を作り，学

習をともにした児童生徒たちが，在学中よ

りのさまざまの思いを生かすために卒業

後どのよう活動を広げ，思いを実現してい

ったかの過程の一端を探ることで，在学中，

卒業後を含め効果的な支援はどんなもの

かについても明らかにしていきたい。

方 法

現在，「チーム響き」に関わりのある

名の卒業生について，インタビュー等の調

査を行うとともに，実査の活動の中で，ど

のような発言や行動があったかについて

も可能な限りまとめ分析した。

結 果

聞き取り等から明らかになったのは，生

徒個人個人では余暇の活動を含めた，多様

な活動について，自分ですべて関わってい

くことの困難さを指摘するものが多かっ

た。ほとんどの生徒が市部への居住をして

いるが，一部社会的リソースのあまりない

郡部への居住をしているものもあり，ガイ

ドヘルパーを含めたサービスが思いのま

ま使えない実態をあげていた。この部分は

「チーム響き」でボランティアの協力を得

て，一緒に出掛ける機会を月一回程度は確

保できるようにしているが，安定的な状況

を維持することができにくい状況にある。

ただ，活動の内容については少人数の参加

の状況という利点を生かし，一人一つは希

望を取り入れるようにしているので，学校

ではできなかった活動（各種スポーツ）へ

の参加や近郊の行ってみたかった場所に

行けたことへの満足や「次の参加したい。

今度は自分が好きなところの紹介をした

い。」など，より会に深く関わっていきた

い」といった意見や意向を持つものも増え

てきた。

結 論

「チーム響き」卒業後の児童・生徒が「思

い」を実現する場として，設立当初もまた

今も多様な活動を盛り込みつつ進んでい

る。活動の中で常に重要視してきた個々の

思いを実現するために話し合い，思いを語

るといった過程を多くが学校在学中にあ

まりなかったと感じているようだ。教育現

場での自主的に思いを語る学習は，少なく

とも支援する方向から言えば保証されて

きている面もあるが，集団の場での形だけ

の話し合いでは，思いを出しにくいことも

考えられる。
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養護教諭のコーディネーション行動に関するモデルの検討
―コーディネーション行動に強く影響する要因―
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問 題
近年 養護教諭にはコーディネーションに関す

る力量形成が一層求められるようになってきてい
る。コーディネーション行動の生起に至るまでに
どのような要因が関わっているのか，またそこに
至るプロセスはどのようになっているのであろう
か。先行研究では，プロアクティブなパーソナリ
ティ・職業的自律・同僚の信頼・支援的なスーパ
ービジョン・自己効力感・柔軟な役割志向の要因
が職場におけるプロアクティブな行動に影響し
（ ） 職員間や管理職との関係，
職場の雰囲気，職に対する自律性などが養護教諭
の学校組織への関与に影響している（鈴木 ）。
本研究では，養護教諭のコーディネーションに関
するモデルを作成する全段階として，先行研究で
示された各要因の，コーディネーション行動に対
する影響について検討する。

方 法
対象 都府県の小・中学校養護教諭 名
時期 年 月～ 月
方法 郵送法による質問紙調査の実施
プロアクティブな行動の要因 プロアクティブ
なパーソナリティ，養護教諭の専門職的自律性
同僚の信頼，管理職のリーダーシップ，協働的職
場風土，同調的職場風土，養護教諭の自己効力
感，養護教諭の柔軟な役割志向，養護教諭の個別
支援コーディネーション行動，養護教諭のシステ
ムコーディネーション行動

結果と考察
回答者数： 名（回収率 ％）
コーディネーション行動に影響を与える要因

を検討するために，コーディネーション行動を従
属変数，各要因を独立変数とする重回帰分析 強
制投入法 を行った（ ）。その結果，二つの
従属変数について調整済み 値が有意となり，
養護教諭の個別支援コーディネーション行動とシ
ステムコーディネーション行動は，全ての要因と

関連していることが確認された。また プロアク
ティブなパーソナリティ，職業的自律性，自己効
力感，柔軟な役割志向は二つの従属変数に対して
正の関連をもっていた。

一方 同僚の信頼と校長のリーダーシップは 二
つのコーディネーション行動との相関係数では正
の有意な関連であったが 標準偏回帰係数は負の
有意な関連を示した。相関係数と標準偏回帰係数
が異符号で，それぞれが有意になる場合は多重共
線性の可能性がある。検討の結果 問題は見られ
なかった（ ：校長 ，同僚 ）。そこで  
コーディネーション行動が人的環境に影響を受け
ることを予想して,独立変数を同僚の信頼 校長の
リーダーシップ 協働的職場風土,同調的職場風土
の4つに絞り,コーディネーション行動との関連を
検討した。その結果,協働的職場風土と同僚の信
頼 さらに個別コーディネーション行動は相互に
有意に正の関連をもつことが示された。また,協
働的職場風土とシステムコーディネーション行動
も有意な関連を示した。調整済み 値が高くは
ないが有意であることから 協働的場風土がコー
ディネーション行動に影響を及ぼすことが示唆さ
れた。 

以上から，本研究では独立変数とコーディネー
ション行動との関連が明らかになった。そして
同調的職場風土がコーディネーション行動と負の
関連があることを確認した。今後はこれらの要因
の因果関係を明らかにしていく必要がある。

回答者には，回答の途中でも中止できることを
説明した上で実施した。また 本調査は広島文化
学園大学研究倫理委員会にて承認後に実施した。
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Table1  コーディネーション行動を従属変数、各要因を独立変数とした重回帰分析（強制投入法）

プロアクティブな　 専門職的 同僚の 校長のリー 協働的 同調的 自己 柔軟な 調整済の

職場風土 効力感 役割志向  値

－.083

パーソナリティ 自律性 信頼 ダーシップ 職場風土

－.099 －.079
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